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た。OHRQoLの評価には、Oral Health Impact Profile (OHIP)の日本語版（OHIP-J54）とその回顧型質問





得点（Median 28.0点、IQR 30.8 点）は対照群の OHRQoL得点（Median 14.0点、IQR 16.5点）に比べて
有意に高かった。矯正歯科治療を希望する患者は不正咬合を有していると考えられるため、不正咬合が
OHRQoLを低下させる一つの原因である可能性が示唆された。OHIP-J54には全部で７つの質問領域があり、













































患者の口腔関連Quality of Life (Oral Health-Related Quality of Life:    OHRQoL)の改善
は、歯科治療の重要な目標の一つである。しかしながら、矯正歯科治療患者のOHRQoLの状態につい
ては詳細な研究は行われていない。そこで、本研究は矯正歯科治療前の患者と矯正歯科治療後の患
者を対象に、Oral Health Impact Profile (OHIP)を用いたOHRQoLの評価を行うことを目的とした。 
矯正歯科治療前の患者群は本格矯正を希望して岡山大学病院矯正歯科を受診した患者92名（男/
女 22名/70名、平均年齢 26.4±12.4歳）とした。矯正治療後の患者群は岡山大学病院矯正歯科に





矯正治療前のOHIP得点（中央値 28.0点、四分位範囲 30.8点）は対照群の   OHIP得点 （中
央値 14.0点、四分位範囲 16.5点）に比べて有意に高かった。矯正治療後のOHIP得点（中央値 13.0










の目標設定の指標の一つとして OHIPを用いた OHRQoLの評価が重要であること、矯正歯科治療は OHRQoL
の向上に寄与できることが示唆された。よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文とし
ての価値を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
